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　ごあいさつ

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．溶剤など適正管理に努めます。

６ ．環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

７ ．地域や関係団体の社会活動に積極的に参加します。

制定日：

　今年度よりエコアクション21に取り組むにあたり、代表として取り組む思いを書きます。
この日本で事業を行っている中で多くのごみを排出し、エネルギーを使用してきました。
世界的な異常気象と地球温暖化が進む中で、一企業として出来る事があるはずだと思いました。
これからも事業を行う中で出来る範囲から取り組み、全社員が同じ意識で続けていける事を目指しま
す。

環境経営方針

2022年10月1日

　

代表取締役

　私たちはものづくりに情熱と誇りを持ち活力あふれる環境を構築します。
本業である金属製品の生産を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主
的・積極的に取り組みます。仕事を通して自分の幸せを追い求めると同時に会社の仲間、材
料屋さん、お得意様、大工さん、さらには当社の納品した製品を使う人、その店に来られる
お客様まで全員の幸せを目指し商品を効率よく、無駄なく、お客様に提供することが当社の
一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。
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（１） 名称及び代表者名
株式会社　松下工作所
代表取締役　松下寛史

（２） 所在地
本　　　社 大阪府東大阪市渋川町1丁目10番27号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 製作部 白澤澪味 TEL：06-6727-8280

担当者 経理部 松下典子 TEL：06-6727-8280

（４） 事業内容
オーダーメイド金物の製造

（５） 事業の規模
売上高 億円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社　松下工作所
対象事業所： 本　　　社

対象外： なし
活動： オーダーメイド金物の製造

□事業の紹介

←オレンジフェイスの詳細はこちらから

株式会社松下工作所のホームページはこちらから
https://m-kousaku.co.jp/

本　　　社
15

組 織 の 概 要

1.47

504

主な事業の紹介

仕事・暮らしに関わるオーダーメイド金物を職人の手で作ります。

OEMが９割を占めますが、自社ブランドに続き２０２２年はアウトドアブランド
【ORANGE FACE】を立ち上げました。
現在は自社製品の営業も強化しております。
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更新日：

代表者

 環境管理責任者
製造部　

環境事務局

水曜ミーティング

白澤澪味

環境経営組織及び役割・責任・権限
2022年11月10日

社長 松下寛史

全従業員

松下典子・森崎千晴

経理部 営業部 製作部 業務管理部

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境方針の理解と環境への取組

の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積

4



単位
kg-CO2

ｋｇ
ｋｇ

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
※産業廃棄物は全量売却

✕
〇

〇
✕
〇

✕

〇

〇

✕
✕

✕
〇

〇
〇
〇

〇
✕
〇

✕
✕

都市ガスによる二酸化
炭素削減

kg-CO2 752 744 620 722 714

kg-CO2 225 222 192

基準年度比 2021年 99% 86% 96% 95%

灯油による二酸化炭素
削減

kg-CO2 2,585 2,559 2,481 2,455
kg-CO2 807 799 1,076

基準年度比 2021年 99% 133% 96% 95%

7,551

96%

電力による二酸化炭素
削減(200V)

0.052 0.050

6,008 5,229

0.051

4,978

99%
1,289

0.049

6,142

4,813
32,124

24,436 #VALUE! 20,556 20,342

1,223
94%

535 395

30 30

33,815 33,477 7,885

99% 86%

0.113

33
110% 92%

155

行動目標（次項による）

2021年 99%

課題を解決しチャンス
を活かす取組

32,462

0.101

90%

97%

95%

0.1080.109
2,009

73% 93%

行動目標（次項による）

化学物質の適正管理

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

行動目標（次項による）

1,302
kg-CO2 6,332

2021年

kg 540

基準年度比

通年 24,683

0.052

0.112

リコージャパン

2,009

2021年 93%

kg-CO2

基準年度比

一般廃棄物の削減
kg 2,160

基準年度比

6,269

原単位

kg-CO2

原単位 kg-CO2/千円

kWh/千円

2021年

0.050 0.045 0.048 0.048

評
価

上段：
下段：

通期

95%

2021年

7,091
1,793

893 606
7,246

7,0177,387 7,313

リコージャパン
0.444 0.444

リコージャパン

原単位

電力使用量の削減
(100V+200V)

kWh
kWh 6,069

基準年度比

上記二酸化炭素排出量合計 12月末まで 5,028

自動車燃料による二酸
化炭素削減

基準年度比 2021年

67%99%

7,627

kg-CO2

2023年 2024年

環境経営目標及びその実績

基準値 2022年

（目標）
12月末まで

2020年

主な環境負荷の実績

24,683 10,647

96%

2022年
二酸化炭素総排出量 0

2,553

2021年

廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

0 703
0

2,160

水使用量 0 172

95%

893

項　目

　一般廃棄物排出量

47

kg-CO2

kg-CO2/千円

（目標）（基準年)

7,322
902

0.050

96% 96%

kg-CO2

99%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減(100V)

（目標） （実績）

基準年度比

1,775 1,716

水道水の削減 170 158
㎥

90%

㎥ 172

6,079

1,944

96%

活
動
中
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減(100V)

取組紹介欄

2021年

2022年

電力による二酸化炭素削減(200V)

取組紹介欄

2021年

2022年

0

0

冷房業務終了15分前に停止（１F工場） △

323 447 373603 438
3,966 3,718 3,141

10月 11月 12月 1月 2月
1,283 387 361 389 2,450 3,141 404 338 2,450

取組結果とその評価、次年度の取組計画

△

原単位目標

8月7月 9月

達成状況

数値目標

0

0

1,397 1,434 1,5531,181
1,285
1,278 1,363

1,450

4月

0 0

12月11月

達成状況

1,292 1,280
1,202

△

10月

〇

1,644 1,472
1,288

3月 4月 5月 6月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇 目標達成手段を明確にし、3/1のミーティングで担当者が決まりました。コ
ンプレッサーの低圧化ができている。冬はエアコンの使用がないため△と
表記しています。一階工場には温度計がないので次期は温度計を設置す
る。

原単位目標 ✕
冷房業務終了15分前に停止（２F食堂、事務所） △

コンプレッサーについては、必要十分なライン圧力に低圧化している（0.70～0.80に設定）○

0

3月 5月2月1月

0

室内温度の適温化（夏28℃程度）を徹底している
（１F・２F）

△

395

7月 8月 9月

6月

1,290

〇 目標達成手段を明確にし、3/1のミーティングで担当者が決まりました。冬
はエアコンの使用がないため△と表記しています。各部屋に温度管理、１
５分前停止についてのポスターを貼りました。冷房業務終了15分前に停止（２F社長室、会議室）

室内温度の適温化（夏28℃程度）を徹底している
（2F上記と同じ）

1,553 1,495 1,358

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

0

500

1,000

1,500

2,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力100V（kWh） 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力200V（kWh） 2021年 2022年
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取組紹介欄

2021年

2022年

都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

ガスストーブ業務終了15分前に停止 △

1,897 1,653

10月 11月 12月 1月 2月

・

2,561 1,750 1,758 2,033 3,922
####### ####### ####### ####### ####### #######
1,585 1,540 4,003

1,685
5,213 4,499

1,888 1,730 1,611

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
4,575

195

5,519

0 0

0
0

達成状況

数値目標 〇

0
0

12月

32

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0
76

92 1

0

室内温度の適温化（冬20℃程度）を徹底している

5092

○

88 78
8 0230

10月 11月

10
7528

4月1月 2月

目標達成手段を明確にし、3/1のミーティングで担当者が決まりました。二
階事務所では空調の適温化を徹底し、２０°以上になればストーブを切る
などの対策を行っています。取組みを始めた3月は前年度に比べ大幅に
減少しています。二階事務所は終業時間が決まっておらず１５分前停止
が困難。次期は打開策を話し合う。

3月 5月 6月 7月 8月 9月

0

100

200

300

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

都市ガス（㎥） 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力合計（kWh） 2021年 2022年

7



灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2024年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

0 0

0 0

7月 8月 9月
0 0 0

138 108 324 216 342 108

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 目標達成手段を明確にし、3/1のミーティングで担当者が決まりました。灯
油の購入は３月までですが前年度より6％多いという結果。業務終了１５
分前停止を始めたのが３月なので成果が出ていません。次年度から本格
的に取り組んでいきます。

灯油ストーブ業務終了15分前に停止 ○

0 0
0 0

0 108 216 216 324 174 0 0 0

・ 0

126

0

193

0

納品や横持ちの計画化・平準化、行き過ぎた
少量・多頻度輸送の減少に務めている

達成状況

138

0

12月

206

0 0

293 198
10月 11月

0

1月 2月

195 245114
230

目標達成手段を明確にし、3/1ミーティングで担当者が決まりまし
た。従業員の仕事内容を把握し毎日の朝礼で納品や横持ちの計
画を行っている。一月は納品や横もちが少なかったため累計評価
が達成できています。

数値目標 〇

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

251249
3月 4月 5月 9月6月
237 137 167 268

7月 8月
369

255

0

100

200

300

400

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

100

200

300

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

灯油（L） 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

化学物質の適正管理

廃棄物の分別を徹底をし可能な場合は売却 ○

0 0

0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

錆止めスプレー、ラッカーシンナーの適正
管理に努めている

○ 保管量を適正に遵守している。
一斗缶から直接使用せず、小さいボトルに入れ替えて使用してい
る。
そうする事で無駄い使用しなくなっています。

灯油、シンナー、錆止めスプレーなどの揮
発を防止するなど、VOCの排出抑制に取り組
んでいる（使用量を減らす、蓋を閉めるな
ど）

○

化学物質の少ない製品に交換していく ×
スプレーは控えて刷毛塗に替える ×

社用車の洗車を必要最小限に留め、洗車す
る場合は節水を励行している

○

0

12月

数値目標

8

達成状況

138 138 119

スチール缶・アルミ缶の分別の徹底
数値目標

10月 11月
180 180 180 180

節水呼びかけの表示をしている

✕

0

8 7

0 0

2月
817 7 7

12月

○

7

10月

1月 2月

17

3/1ミーティングで担当者が決定。社用車を掃除する際は洗剤で汚
れを拭き落とすなど水を使用しない清掃を徹底している。節水ポス
ターを作成しトイレ、洗面所、台所にポスターを貼りました。

9月7月11月

0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

達成状況

ダンボール、紙、ペットボトルの分別 △
３S（整理・整頓・清掃）活動を実施してい △

180
129 73

〇
△

0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

目標達成手段を明確にし、3/1のミーティングで担当者を決めまし
た。基準年度の設定が高かったため目標達成できています。段
ボールの分別を始め、大阪紙業さんに段ボールを持っていきまし
た。紙、ペットボトルの分別はまだできていないので△にしていま
す。3S活動を行っているが内容の理解が深まっていません。ポス
ターを貼っています。

180
5月

180 180 180 180
9月

180
6月 8月7月

1月
9 17

17 8

8月
30 17

180
106

3月

30
4月 5月 6月3月

9

4月

0

10

20

30

40

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

50

100

150

200

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

課題を解決しチャンスを活かす取組

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

店舗改装などに使用する金物を製造してきたため、できるだけ早
いサイクルで改装する事を望んできた経緯があります。自社で取り
組める事から考えていきます。
材料を定尺で購入せず、必要な分だけをカットして購入するように
努めています0 0

0
0

フロン排出抑制法

0

消防法
簡易点検　空圧機　3.7x2 kW1台　　空調機　5.5x2kW 1台

0

SDS評価
騒音規制法

一般廃棄物。産業廃棄物（金属くず売却）

労働安全衛生法

製品の長寿命化を指向している

0

空圧機　3.7x2kW 1台　　空調機（水冷式）5.5x2kW 1台

取組結果とその評価、次年度の取組計画

環境に配慮した商品を開発する。 ○

0

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

0

適用される法規制
廃棄物処理法

エコアクションに取り組む以前から開発している商品ですが、WEB
ワークスペース「BIZBOX」は自宅や社内でZOOM会議などを行う
一人用のブースです。
これは遠方への出張などを減らす事になり、無駄なエネルギーを
使わずにミーティングを行う事に繋がります

達成状況

購入する原材料の仕様を変更し、端材など
の削減に取り組んでいる

○

0

災害時にも役立つアウトドア商品を開発す
る

○

0 0

×

取り組み期間中外部からの苦情・要請等ありませんでした。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項 材料仕入先の出荷証明（要求された場合）　寸法の指定,仕上げの完成度,材料の指定
（鉄、真鍮、ステン、アルミ）等

消火器、消防設備　点検

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
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緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

溶接の火花がゴミ袋に引火。消防署へ通報。工場内全員の避難。消火器3台で消火活動

従業員12名

手順書通りに進めることができました。

2022年12月26日 工場内

緊急事態対応の試行・訓練
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実施日：

環境経営方針 □ 変更なし ☑ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

2022年10月1日～2022年12月末日までの評価
担当の白澤と代表の私の二人で始めました。まだ他の社員へエコアクション21に取り組む目的を伝え始めていた時
で、全員の参画には至っていませんでした。
そのような状況の中、まず負荷記録表への記入から取り組みを始めました。経理担当者に電気・ガス・水道の各料
金と使用量の抽出から協力頂き、またゴミの重量の計測については工場の職人さんへ協力をしてもらう事で少しず
つ全社員参画へ進み始めました。
また工場で使用する錆止めスプレーの体への影響を理解し、使用時に高機能のマスク着用を推奨してきました。
今年度中に経営の課題とチャンスを考慮した自社ブランド製品の開発拡販について企業価値向上の視点から経営
方針を改定し環境経営計画に反映したいと思います。
エコアクション21に取り組む目的をまだまだ理解出来ていない状態ですが、続けていく事で将来「取り組んできてよ
かった」と全社員が思う日が来ると思います。
今後は全社員が各取り組み項目のいずれかの担当者になってもらい、環境への意識を醸成していけるように実施し
ていきます。

2023年2月16日

代表者による全体の評価と見直し・指示
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